
       
  

 

▼▼▼▼

法

改

正

法

改

正

法

改

正

法

改

正

にににに

対

応

対

応

対

応

対

応    

就

業

規

則

就

業

規

則

就

業

規

則

就

業

規

則

のののの

見

直

見

直

見

直

見

直

しししし

・・・・

届

出

届

出

届

出

届

出

    

 

高

年

齢

者

雇

用

安

定

法

・

労

働

契

約

法

の

改

正

に

対

応

す

る

た

め

、

多

く

の

企

業

が

就

業

規

則

の

見

直

し

に

着

手

さ

れ

ま

し

た

。 

             

         

当

事

務

所

も

二

月

に

就

業

規

則

の

見

直

し

・

届

出

の

依

頼

を

受

け

ま

し

た

。 

 

就

業

規

則

は

何

よ

り

も

、

そ

の

会

社

が

何

を

大

切

に

し

、

ど

ん

な

こ

と

を

社

員

に

望

ん

で

い

る

か

が

書

か

れ

て

い

る

こ

と

が

大

切

で

す

。

中

小

企

業

の

場

合

は

、

「

社

長

の

思

い

」

が

伝

わ

る

こ

と

が

肝

心

な

の

で

す

。 

 

今

回

依

頼

を

受

け

た

会

社

で

は

、

社

長

様

が

自

分

の

伝

え

た

い

こ

と

を

箇

条

書

き

に

し

た

「

伝

達

事

項

」

を

毎

週

の

よ

う

に

社

員

に

手

渡

し

て

お

ら

れ

ま

し

た

。 

 

そ

の

社

長

様

の

思

い

の

こ

も

っ

た

「

伝

達

事

項

」

を

少

し

で

も

就

業

規

則

に

盛

り

込

め

る

よ

う

に

し

よ

う

と

考

え

て

、

見

直

し

案

を

作

成

し

ま

し

た

。 

 

今

後

は

、

時

間

外

協

定

（

３

６

協

定

）

の

締

結

・

届

出

な

ど

も

含

め

て

、

社

内

規

定

の

充

実

・

整

備

を

提

案

で

き

る

よ

う

、

精

通

し

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。 

    

▼▼▼▼

た

だ

い

ま

た

だ

い

ま

た

だ

い

ま

た

だ

い

ま

勉

強

中

勉

強

中

勉

強

中

勉

強

中

！！！！    

労

働

者

派

遣

法

講

習

労

働

者

派

遣

法

講

習

労

働

者

派

遣

法

講

習

労

働

者

派

遣

法

講

習

のののの

講

師

講

師

講

師

講

師

    

 

労

働

厚

生

省

の

認

可

を

受

け

た

実

施

機

関

が

実

施

す

る

「

派

遣

元

責

任

者

講

習

」

の

講

師

を

引

き

受

け

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。 

 

労

働

者

派

遣

を

行

う

派

遣

元

事

業

主

は

、

許

可

（

更

新

）

申

請

に

先

立

っ

て

、

必

ず

講

習

を

受

け

な 

 
 

           

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。 

こ

の

講

習

は

、

分

厚

い

テ

キ

ス

ト

を

使

い

、

全

部

で

６

時

間

か

け

て

お

こ

な

う

も

の

で

、

講

師

も

受

講

者

も

な

か

な

か

大

変

で

す

。 

 

こ

の

種

の

講

習

は

未

経

験

な

の

で

、

講

師

を

引

き

受

け

る

に

当

た

っ

て

、

先

に

開

催

さ

れ

た

講

習

会

の

見

学

や

派

遣

会

社

の

関

係

者

か

ら

の

ヒ

ア

リ

ン

グ

な

ど

を

お

こ

な

っ

た

上

で

、

判

断

し

ま

し

た

。 

最

初

の

講

師

は

四

月

十

日

に

努

め

ま

す

。

労

働

者

派

遣

法

の

全

体

像

が

理

解

で

き

る

講

義

を

め

ざ

し

て

、

パ

ワ

ー

ポ

イ

ン

ト

に

よ

る

資

料

を

作

成

し

、

シ

ナ

リ

オ

を

準

備

し

て

い

ま

す

。 

 
 ▼▼▼▼

こ

れ

か

ら

こ

れ

か

ら

こ

れ

か

ら

こ

れ

か

ら

勉

強

勉

強

勉

強

勉

強

し

ま

す

し

ま

す

し

ま

す

し

ま

す    

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

スススス

対

策

法

務

対

策

法

務

対

策

法

務

対

策

法

務

    

 

従

業

員

の

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

不

調

が

多

発

し

、

多

く

の

企

業

が

休

職

・

復

職

前

後

の

対

応

に

苦

労

し

て

い

ま

す

。 

そ

の

問

題

に

対

応

す

る

「

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

法

務

」

の

民

間

資

格

運

営

事

業

が

創

設

さ

れ

、

大

阪

で

も

半

年

か

け

て

講

座

が

開

講

さ

れ 

        

る

の

で

、

思

い

切

っ

て

受

講

す

る

こ

と

に

し

ま

し

た

。 

 

私

は

こ

れ

ま

で

に

病

院

に

勤

務

し

た

経

験

、

共

済

組

織

の

役

員

と

し

て

精

神

科

の

ド

ク

タ

ー

の

講

演

会

を

開

催

し

た

経

験

、

身

近

な

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

不

調

者

に

接

し

た

経

験

な

ど

か

ら

、

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

対

応

に

強

い

関

心

を

持

っ

て

い

ま

し

た

。 

 

社

会

保

険

労

務

士

と

し

て

、

不

調

者

へ

の

社

会

保

険

給

付

の

手

続

き

な

ど

の

実

務

的

な

仕

事

に

と

ど

ま

ら

ず

、

企

業

経

営

者

の

応

援

が

で

き

る

立

場

を

生

か

し

て

、

問

題

の

解

決

に

関

わ

っ

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。 

 

労

使

ト

ラ

ブ

ル

の

予

防

に

も

生

か

し

て

い

け

る

と

考

え

て

い

ま

す

。
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（１） 

 

今
年
度
目
標

今
年
度
目
標

今
年
度
目
標

今
年
度
目
標    

経
営
優
先 

宣
伝
中
心 

研
修
重
視 

当

事

務

所

は

、

ど

ん

な

仕

事

も

ま

ず

は

正

面

か

ら

受

け

止

め

、

ト

ラ

イ

す

る

中

で

専

門

分

野

の

確

立

を

め

ざ

し

ま

す

。 

様
々
様
々
様
々
様
々
なななな
仕
事
仕
事
仕
事
仕
事
に
ト
ラ
イ

に
ト
ラ
イ

に
ト
ラ
イ

に
ト
ラ
イ
！！！！    

学

び

つ

つ

動

く

ス

タ

イ

ル

で 



   

▼

こ

の

半

年

間

で

、

我

が

家

の

二

人

の

受

験

生

も

何

と

か

目

標

を

達

成

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。 

▼

厳

寒

期

の

外

回

り

は

さ

す

が

に

き

つ

く

、

実

務

習

得

を

含

む

研

修

と

宣

伝

物

作

成

に

多

く

の

時

間

を

割

き

ま

し

た

。 

▼

桜

の

季

節

を

迎

え

、

営

業

に

精

を

出

し

、

多

く

の

出

会

い

を

経

験

し

た

い

と

思

い

ま

す

。 

２

国

会

で

は

補

正

予

算

が

成

立

し

ま

し

た

が

、

平

成

二

十

五

年

度

本

予

算

の

成

立

は

五

月

の

連

休

明

け

に

な

る

見

込

み

で

す

。 

 

厚

生

労

働

省

は

、

四

月

か

ら

、

雇

用

保

険

助

成

金

の

一

部

に

つ

い

い

て

、

新

体

系

と

す

る

こ

と

を

発

表

し

て

い

ま

す

。 

 

「

既

存

の

助

成

金

で

類

似

す

る

も

の

を

統

廃

合

す

る

な

ど

し

て

、

わ

か

り

や

す

く

活

用

し

や

す

い

制

度

体

系

に

変

更

す

る

」

と

し

て

い

ま

す

が

、

実

際

は

「

緊

縮

傾

向

」

と

考

え

た

方

が

よ

さ

そ

う

で

す

。 

              

例

え

ば

、

雇

用

調

整

助

成

金

と

中

小

企

業

雇

用

安

定

助

成

金

が

統

合

さ

れ

て

、

雇

用

調

整

助

成

金

雇

用

調

整

助

成

金

雇

用

調

整

助

成

金

雇

用

調

整

助

成

金

に

一

本

化

さ

れ

ま

す

。 

     

助

成

率

は

中

小

企

業

が

５

分

の

４

→

３

分

の

２

、

大

企

業

が

３

分

の

２

→

２

分

の

１

に

変

更

（

縮

小

）

さ

れ

、

教

育

訓

練

の

助

成

額

も

半

額

に

変

更

さ

れ

ま

す

。 

              

 

リ

ー

マ

ン

シ

ョ

ッ

ク

を

受

け

て

、

制

度

が

拡

張

さ

れ

、

大

い

に

活

用

さ

れ

た

雇

用

調

整

助

成

金

で

す

が

、

２

０

０

８

年

以

前

の

姿

に

ほ

ぼ

戻 

     

り

そ

う

で

す

。

そ

れ

で

も

、

ま

だ

ま

だ

使

え

る

制

度

で

あ

る

こ

と

に

は

変

わ

り

は

あ

り

ま

せ

ん

が

。 

中

小

企

業

定

年

引

上

げ

等

奨

励

金

な

ど

は

廃

止

と

な

り

ま

す

。 

              

新

し

い

助

成

金

も

設

け

ら

れ

る

予

定

で

す

が

、

平

成

二

十

五

年

度

本

予

算

成

立

後

の

実

施

と

な

る

よ

う

で

す

。 

 

そ

の

う

ち

、

「「「「

若

者

若

者

若

者

若

者

チ

ャ

レ

ン

ジ

チ

ャ

レ

ン

ジ

チ

ャ

レ

ン

ジ

チ

ャ

レ

ン

ジ

奨

励

金

奨

励

金

奨

励

金

奨

励

金

」」」」

の

内

容

が

三

月

に

公

表

さ

れ

ま

し

た

。

三

十

五

歳

未

満

の

非

正

規

雇

用

の

若

者

を

、

自

社

の

正

社

員

と

し

て

雇

用

す

る

こ

と

を

前

提

に

、

自

社

内

で

の

実

習

と

座

学

を

組

み

合

せ

た

教

育

訓

練

を

実

施

す

る

事

業

主

が

受

給

で

き

ま

す

（

最

大

四

六

〇

万

円

！

）

。

そ

の

他

、

今

後

の

動

向

が

注

目

さ

れ

ま

す

。 
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（２） 

 

編
集
後
記 

 

「オスプレイ」の沖縄配備をめぐる一連の動

きの中で、沖縄国際大学への米軍ヘリ墜落事故

（２００４年）が改めてクローズ 

アップされました。  

多くの日本人は忘れていたと 

思います。あるいは知らなかった 

という人もいるかもしれません。 

しかし、沖縄県民にとってはもっと昔に、絶

対に忘れられない出来事があったのです。 

１９５９年、私の生まれた数か月後のことで

す。宮森小学校（当時石川市）に米軍ジェット

戦闘機が墜落し、多くの小学生を含む市民の命

を奪う大参事が起こりました。 

この事故を題材にした映画は、墜落事故を体

験した初老の男性（長塚京三）と事件を知った

孫（須賀健太）との交流を通して沖縄の現実を

浮き彫りにしていきます。 

孫たち大学生がゼミの課題で事件のことを調

べるうちに、平和を訴えるコンサートを企画し

ます。 

基地で働く父を持つ女子学生の心の葛藤、孫

とその恋人（能年玲奈）との心の擦れ違い、宣

伝用の「ブログ炎上」など試練がつづきますが、

「音楽とともに生きる」沖縄の人たちの琴線に

ふれるコンサートは成功します。 

事件のことを決して語らなかった男性が、コ

ンサートで５２年ぶりに口を開くまでの過程が

丁寧に描かれています。 

随所にニュース映像も使用されていますが、

やはり役者の熱演がドキュメンタリーに勝る感

動を呼ぶのだと思います。 

本当の沖縄（そして日本も）を知る上で、大

切なことがたくさん詰まっている映画です。 

 

だからだからだからだから映画映画映画映画はおもしろいはおもしろいはおもしろいはおもしろい    ｖol.２  

 

『ひまわりひまわりひまわりひまわり  

沖縄は忘れないあの日の空を』 

 （（（（2012201220122012 年）年）年）年）    

 

「「「「雇
用
関
係
助
成
金

雇
用
関
係
助
成
金

雇
用
関
係
助
成
金

雇
用
関
係
助
成
金
」」」」緊
縮
傾
向

緊
縮
傾
向

緊
縮
傾
向

緊
縮
傾
向    

平
成
平
成
平
成
平
成
２
５
２
５
２
５
２
５
年
度
年
度
年
度
年
度
か
ら
か
ら
か
ら
か
ら
新
体
系

新
体
系

新
体
系

新
体
系
にににに    


